
１．背景

２．気候変動の科学と検討の枠組

３．気候変動の影響に関する国際的知見の整理

４．気候変動の影響に関する我が国の知見の整理

５．気候変動の長期目標についての考察

６．まとめ
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・ 地球の年平均気温と地域の気温
例：地球の年平均気温 １．５℃ グリーンランドは２.７℃

• 地球の年平均気温と日本の気温

1）20世紀の地球の年平均気温の上昇は0.6℃、日本は約1.0℃

2)全球年平均気温上昇3.6℃、このとき南日本4℃、北日本5℃

• CO2: 1% 増シナリオ

• １１の気候モデルの結果

• 日本付近の昇温量のばらつき約２℃

3)地球年平均気温4.0℃、このとき日本の年平均気温は4.4℃上昇。夏
（6～8月）の日平均気温は4.2 ℃、日最高気温は4.4 ℃上昇、降
水量は19 ％増加。

• Ｋ１モデル

• Ａ１Ｂシナリオ（ 2100年の二酸化炭素濃度が720ppm）

• 2071～2100年と1971～2000年との比較
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• 日本についても，いくつかの影響分野につい
て，深刻な影響が発現すると予想される気温
上昇や海面上昇のレベルについての知見が
まとめられつつある．
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日本への影響・閾値に関する知見
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分野 気温又は海面
上昇の閾値

具体的な影響

33～35℃ 日最高気温33～35℃を越えると死亡率増加（地域によって違い）健康

農業

生態系

+5cm/10年 マングローブが沈水

沿岸域・
産業

+30cm
+3℃

砂浜の57%が消失（1mでは90%)
スキー客が30%以上減少

+3℃ 上水道利用量は1.2～3.2％増加

+3℃ ３℃気温上昇による流量減少と10%の降水量の増加による流量増加

は、渇水時には相殺されるが、洪水の恐れは増大

水資源

+1℃ 河川水質の悪化（ＢＯＤ1.01倍,ＳＳ1.05倍,ＤＯ-0.1g/l,pH +0.014）

+1℃ 浅い湖沼（霞ヶ浦） COD 0.8～2.0mg/lの上昇,透明度9～17cmの低

下

30℃ 日最高気温、熱中症患者発生、35℃を越えると急増（東京）

35℃ イネの開花時35℃を越えると高温障害

+0～2℃ 高山植生の生息域縮小

+1～2℃ サンゴ礁の白化現象

+3.3～ 3.8℃ 亜寒帯自然草原植生がほぼ消滅。亜熱帯自然草原植生が九州・四国
の低平地から房総半島・伊豆半島南部まで拡大（JPCC）

+3.6℃ ブナ林が約90％消失

+４cm/10年 サンゴ礁が追いつけない
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温暖化の感受性・閾値(海面上昇)

温暖化の感受性・閾値(気温上昇)

出典：福原・三村、地球環境シンポジウム
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温暖化の感受性・閾値(水温上昇)
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出典：福原・三村、地球環境シンポジウム




